
益
城
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
の

主
な
活
動
は
、
学
校
保
健
会
合
同

研
修
会
、
球
技
大
会
、
町
長
懇
談

会
、
壁
画
大
会
で
し
た
。

昨
年
度
の
壁
画
大
会
は
、
壁
の

ス
ペ
ー
ス
が
な
く
な
っ
た
為
、
一

旦
中
止
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

保
護
者
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
今

回
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
北

側
の
壁
四
十
メ
ー
ト
ル
を
キ
ャ
ン

バ
ス
に
、
「
は
じ
ま
り
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
小
中
学
生
七
十
六
名

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
故
郷
の
思
い
出

を
描
き
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
快
晴
で
、
汚
れ
防

止
の
か
っ
ぱ
を
着
用
し
て
の
作
業

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
暑
さ
対
策

の
課
題
も
残
り
ま
し
た
が
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
他
校
の
生
徒

と
も
交
流
が
持
て
て
楽
し
か
っ
た

と
の
意
見
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

を
越
え
る
壁
画
は
、
ラ
ジ
オ
や
新

聞
で
紹
介
さ
れ
た
り
、
益
城
町
の

Ｐ
Ｒ
動
画
の
一
部
に
使
用
さ
れ
る

な
ど
、
益
城
町
の
名
所
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
や
各
機
関
の

ご
支
援
を
頂
き
な
が
ら
、
子
ど
も

達
の
為
に
こ
の
様
な
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
年
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

益
城
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

母
親
部
長

藤
本
千
昌

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
五
日
。

嘉
島
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
は
、

嘉
島
町
イ
オ
ン
熊
本
に
て
「
第
二

回
食
品
衛
生
監
視
員
」
に
委
嘱
さ

れ
、
上
益
城
食
品
衛
生
協
会
と
連

携
し
て
食
品
表
示
の
監
視
巡
回
指

導
を
行
い
ま
し
た
。

嘉
島
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
か

ら
六
名
を
は
じ
め
、
上
益
城
食
品

衛
生
協
会
、
イ
オ
ン
熊
本
、
御
船

町
保
健
所
、
嘉
島
町
役
場
、
熊
本

県
く
ら
し
の
安
全
推
進
課
、
熊
本

県
農
政
事
務
所
な
ど
か
ら
、
計
十

九
名
が
参
加
し
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
食
品
表
示
法
に
基
づ
き
、

適
正
な
食
品
の
表
示
に
関
す
る
講

習
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
二
班

に
分
か
れ
て
実
際
に
商
品
を
手
に

取
り
、
適
正
な
表
示
が
な
さ
れ
て

い
る
か
イ
オ
ン
熊
本
の
食
品
売
場

の
巡
回
を
一
時
間
か
け
て
行
い
ま

し
た
。

巡
回
後
の
参
加
者
全
員
で
行
っ

た
意
見
交
換
会
で
は
、
「
冷
蔵
庫

内
の
温
度
計
が
見
や
す
い
場
所
に

設
置
さ
れ
て
い
る
」
「
表
示
シ
ー

ル
が
商
品
の
裏
側
に
貼
り
付
け
ら

れ
て
お
り
見
づ
ら
い
」
「
惣
菜
の

バ
ラ
売
り
の
表
示
義
務
が
な
い
の

は
な
ぜ
か
」
な
ど
消
費
者
の
安
全

を
考
え
た
意
見
が
積
極
的
に
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。
中
に
は
「
普
段
見

て
い
る
食
品
が
違
っ
て
見
え
る
」

「
色
ん
な
情
報
が
書
い
て
あ
っ
て

ス
ゴ
イ
！
」
な
ど
の
声
も
あ
り
、

今
回
の
体
験
を
通
じ
て
食
品
表
示

に
対
す
る
見
方
が
変
わ
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

そ
し
て
、
保
護
者
と
し
て
の
今

回
の
体
験
は
、
子
ど
も
の
成
長
に

大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

本
年
度
の
町
Ｐ
連
の
活
動
も
残

り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
多
く

の
方
に
支
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら

の
一
年
で
し
た
。

一
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

嘉
島
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

母
親
部
長

大
谷
実
久

御
船
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
は
、

御
船
町
青
少
年
健
全
育
成
会
議
と

の
共
催
で
、
一
月
二
十
三
日(

土)

御
船
町
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
に

て
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

御
船
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
題

材
と
し
た
コ
ン
ト
も
披
露
さ
れ
、

和
や
か
に
研
修
会
を
ス
タ
ー
ト
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次
に
、

滝
尾
小
学
校
、
小
坂
小
学
校
か
ら

の
事
例
発
表
で
す
。
共
に
、
地
域

と
学
校
と
が
連
携
し
た
様
々
な
活

動
が
紹
介
さ
れ
、
地
域
に
根
差
し

た
素
晴
ら
し
い
教
育
活
動
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し

ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
臨
床
心
理
士

の
岡
崎
光
洋
先
生
を
お
招
き
し

「
現
代
の
子
育
て
で
特
に
大
切
な

こ
と
」
と
の
演
題
で
お
話
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。

「
困
難
に
遭
っ
て
こ
そ
心
が
育
つ
」

「
色
々
な
他
者
と
生
き
合
え
る
力

を
育
て
る
」
等
々
、
た
く
さ
ん
の

印
象
深
い
言
葉
を
受
け
て
、
参
加

者
か
ら
は
「
今
後
の
育
児
に
活
か
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郡内学校数

小学校24校

中学校8校

PTA会員数 6011名

平
成
二
十
七
年
度
町
Ｐ
活
動
よ
り

益

城

町

嘉

島

町

御

船

町

毎年、各町PTA連絡協議会や各小中学校PTAでいろいろ

な研修会が開催されています。本年度の研修会の報告書か
ら、ピックアップしご紹介します。

ＰＴＡ名 甲佐町立乙女小学校ＰＴＡ

開催日 平成28年1月30日（土）

テーマ いのちの講演会

講師 高濵伸一さん（元小学校校長

「いのちをつなぐ会」創立者）

＜内容＞ 現職中に大切な長男を交通事故で亡くされ、その

後、自身も食道癌が見つかり、闘病生活を送られます。校長退

職後、ガンサロンの事務局長をされたり、患者さんを支援して

こられました。そして、患者さんたちの想いを伝えたいと「い

のちをつなぐ会」を立ち上げられました。

＜感想＞ 息子さんを交通事故で亡く

され、家庭にスッポリ穴が開いてしまっ

たと話されていたときの、先生の話がと

ても他人事ではないと思いました。いつ

身近に同じような事故が起こるか、わか

らないので、毎日毎日をもっと大事に生

きなければならないと、強く思いました。

甲佐町立乙女小学校ＰＴＡ会長

森 和祝


